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研究成果の概要（和文）： 
「小学校英語活動」のカリキュラム開発原理は、英語（教科）教育学、及び教育方法学の学問

領域で論じられるが、カリキュラムマネジメント論まで踏まえた「学校力とカリキュラム」の

観点から論じられることは極めて少ないと概括できよう。本研究は、小学校において、「英語活

動カリキュラムを如何に開発・経営していくのか、それがどのような学校改善効果を持ち、子

どもにどのような学習効果をもたらすのか」を命題に研究主任を対象に量的・質的に実証した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The disciplines of English teaching Curriculum Development in the elementary 
schools are discussed within the subject of teaching pedagogy. However, it is seldom 
analyzed through Curriculum Management from the point of school management. In 
the realty of School management, it is important to consider both factors, 
Curriculum/Instruction and management issues. This research looked into the 
educational effectiveness of teaching English in elementary school by qualitative and 
quantitative methodologies. 
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１．研究開始当初の背景 
 
本科研費申請研究「小学校英語活動のカリ

キュラムマネジメントによる学校改善に関

する研究」（以下、本研究）の源流は、代表
者は博士論文（教育学）「アメリカのカリキ
ュ ラ ム マ ネ ジ メ ン ト の 研 究  －
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年度に出版した。よって本研究は、以上の成
果と課題(研究的残余部分)を踏まえ、総合的
学習/ Service-Learning等の体験学習カリキ
ュラムから「小学校英語活動」へと研究内
容・対象は移行するが、研究分担者 Kuramoto
が加わり、英語教育のカリキュラム開発論を
研究方法フレームワークへ援用可能となる。 
換言すれば、「学校目標を具現化するカリキ
ュラムを創り、学校組織で動かしていく」カ
リキュラムマネジメント研究において、小学
校英語活動に特化した学校改善論を再構築
するものと言えよう。 
 
２．研究の目的 
 
小学校段階から公的カリキュラムとして

英語活動が導入され、既に各学校レベルで豊
富な実践的蓄積がある。しかし、「小学校英
語活動」は興味関心を重視する余り、子ども
は喜んで楽しく活動してはいるものの、結局
は「活動あって学びなし」と指摘され始めて
いる。 
 また、「小学校英語活動」のカリキュラム
開発原理は、英語（教科）教育学、及び教育
方法学の学問領域で論じられるが、マネジメ
ント論まで踏まえた「学校力とカリキュラ
ム」の観点から論じられることは極めて少な
いと概括できよう。よって、「小学校英語活
動」を教育経営学の範疇でも理論的パラダイ
ム転換を図り、カリキュラムマネジメント・
学校改善論として再構築する必要がある。 
 
３．研究の方法 
 
まず、予備調査は以下の通りである。 
① 調査目的 
小学校英語活動の実態を、●学校文化の状況、 
●改善に向けた主任層のリーダーシップの
状況、●小中連携に関する教師の意識につい
て明らかにし、英語活動との関連を探る。 

なお、調査対象は小中連携・一貫に何なら
のかたちでかかわる教諭とした。 
② 方法 
質問紙法 
（佐賀県の佐賀市・嬉野市・神埼市・小城市・
多久市教育委員会に配布依頼。但し、回答に
同意する学校のみ。） 
回収件数７２７件（約１２００配布） 
③ 期間 
2009年１２月～2010年１月 
④ 分析 
SPSS Statistics version 17 による因子分
析と相関係数  
Word Miner1.1 によるテキストマイニングに
よる分析。 
 
次に、予備調査に続く、本調査の方法上の質

的な特色としては、以下の 3点が挙げられる。 
A) 研究課題を文献研究で歴史的に吟味し

た点。 
B) 教育方法学と教育経営学を相互補完的

に考察した点。 
C) 実証方法として、グラウンデッド・セオ

リー・アプローチ（GTA）を用い、実証
的にも研究を行った点。 

具体的には以下のようなケーススタディー
を実施した。 
・学習過程論における実践分析 
・学校要覧/指導案検討 
・授業場面での授業記録分析 
・学校長/カリキュラムコーディネーターイ
ンタビュー調査  

 
４．研究成果 
 
本研究の目的は、学校改善に向けたカリキ

ュラムリーダーのカリキュラム開発とその
リーダーシップに着目した、内発的学校変革
の要因（促進要因・阻害要因）を明らかにし、
効果的な学校改善を探ることである。 
そこで、以下のような研究課題を設定した。 
①  「英語活動」と「校内研修」の形態を方 

法学と教育経営学の視点を整理し、相互
補完的に扱うことで、小学校の英語活動
を推進できる校内研修の仕組みについ
て考察する。 
 

② 英語活動の校内研修のなかでも、研  
究主任に特化し、英語活動における研究
主任の経営機能について明らかにする。 
 

③ 管理層リーダーである校長のリーダーシ
ップ・アプローチの展開と課題を整理し、
主任層のカリキュラムリーダーシップ・
アプローチが学校組織内部の「内部的協
働性」について学校文化論の視点から検
証する。 

 
④ 小中連携・一貫教育のカリキュラム開発

において、たとえば、小学校「外国語活
動」などでは、中学校職員と小学校職員
が協働することで教育目標を具現化する
ことができる、とすると、その促進要因
と阻害要因が何であるのかを明らかにす
る。 

 
⑤ 校長のリーダーシップの影響プロセスを

整理し、主任層であるカリキュラムリー
ダーの影響プロセスを検証する。例えば、
小中連携・一貫教育コーディネーターの
カリキュラムリーダーシップの効果が学
校組織文化や教職員のモチベーションに
対する効力感があるかどうかを検証する。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
上記の理論枠に対する予備調査（アンケー
ト）を因子分析、相関係数を測定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上述の理論枠に鑑み、予備調査の結果を反映
しながら、本調査(Case Study)では主として
2 つの方法論を紹介する。 



 
(1) Grounded Theory Approach によるインタ

ビュー分析。その結果は以下の通り。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
1.校内研修について 
・校内研修を通し、英語活動の授業イメージ

が持てるようになるようである。 
・教員の英語活動に対する不安や抵抗感の軽

減 
 
2.研究主任について 
・研究主任の資質のひとつとして、英語の運

用能力は一切関係ない。 
・研究に携わる教職員に日頃から積極的にコ

ミュニケーションを図ることが重要。 
・同僚からの達成感に満ちた声や苦労しなが

らも教職員全員で英語活動に取り組んで
いる姿にやりがいや喜びを感じている。 

 
3.英語活動について 
・学年ごとに活動のレベルは異なるが、基本

的には共通のトピックを取り扱う。 
・教材・教具の確保が重要 
・中学進学時、ALT と接することへの抵抗感
の軽減 

 
4.学校文化について（一部抜粋） 
 
・学校全体で取り組む環境 
・教職員が英語活動に真正面から取り組むよ

うに働きかけることが、日頃の授業や校内
研修においてポジティブな相互刺激につ
ながる。 

 
よって本調査では、以下のように考察できる。 
第一に、小学校の英語活動を推進できる校

内研修の仕組みで重要なことは、「小学校英
語活動は、教科横断的な目標設定が可能であ
り、そのねらいは、言語習得ではなく、コミ
ュニケーション能力の育成であること。」を、
全教職員が理解し、ともに英語活動に関する
知識や授業経験を積んでいく必要がある。 
 
第二に、英語活動における研究主任の経営機
能としては、「研究主任の選定には、他教科
や領域とは異なり、英語に関する知識や技能
に左右されない。」が抽出された。 
 その背景には、他教科同様、校内研修を企
画、運営していく能力が求められるが、それ
以上に、英語を苦手とする教員への配慮が欠
かせないことによる。 
 
●Grounded Theory Approach によるインタ
ビュー分析の考察 
・カリキュラムマネジメント論（その中でも、
校内研修及び研究主任に特化）と英語活動と
いう、教育経営学と教育方法学の交差的領域
を考察した。その実証として、一断面ではあ
るが、英語活動の研究主任の経営機能を、
GTA・質的分析を用い、実証を試みた。その
結果、英語活動の授業を通し、子どものコミ
ュニケーションへの積極性が向上され、学級
経営にも良い影響を与え、子どもの成長につ
ながるプロセスを見出した。 
 
課題としては、小学校英語活動に関するカ

リキュラムマネジメント論をすべて実証で
きたわけではない点（質的研究のサンプル数
が少ない点）に本研究の限界性がある。 
 
 



(2) 研究主任の年間の実践（Case Study） 
校内研修のたびに、第一人称（研究主任）第
二人称（教務主任）第三人称（倉本）による
間主観による考察を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●ナラティブ分析による考察 
研究主任の取り組みから校長と主任層教

諭のリーダーシップの類似点と違いが推察
することができた。校長には、職員に対して
管理職としてのエンパワーメントがある。ま
た、そのエンパワーメントを活用して教職員
に学習面や生徒指導面などに関して、「教育
的リーダーシップ・変革的リーダーシップ」
などのリーダーシップを発揮することがで
きる。 
つまり、校長の考え方次第で学校を改善す

ることもできるし、もしくは積極的な行為が
なく、保守的なリーダーシップであれば、教
職員の組織文化によっては学校改善の傾向
になるかもしれない。あるいは、あまり変化
のない学校になることも考えられる。またそ
の一方では、学校の改善とはほど遠いものに
なる可能性も指摘できる。 
 
それに対して、主任層教諭のリーダーシッ

プは、校長のようなエンパワーメントが、あ
るとはいえないであろう。エンパワーメント
があまりない中でリーダーシップを発揮す
るためには、経験知を含む豊富な知識と行動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
力や人間性といったものが、職員に認めら

れることが大前提となる。 
すなわち、校長以上に職員との触れ合いも

多く取り、コミュニケーションを深めること
が必要であり、校長が持っているエンパワー
メント以上に難しいものと言える。 
また、管理職や職員との人間関係において、

組織風土を創り出すことにも重要な働きを
する地位であるため、「コーチング・メンタ
リング」というような手法がとても重要とな
ってくる。 
 
(3) 総合考察 
主任層教諭のカリキュラムリーダーの要

素として、大きく４つの項目を考えた。①カ
リキュラム開発能力（教育的専門性）、②コ
ミュニケーション能力（組織文化促進性、③
状況対応能力（組織協働性）、④ポジティブ
志向能力（組織革新性）である。本研究は、
主任層教諭に必要な資質として、実践者の行
為に関する考察の中で具体的な資質を提示
することができたと考えている。 
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